
（
右
条
約
の
英
文
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
３
⒜

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
て
六
箇
月
前
の
書
面
に
よ
る
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も
こ

の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒝

こ
の
協
定
の
終
了
の
後
に
お
い
て
も
、
費
用
、
裁
判
権
又
は
請
求
権
に
関
す
る
履
行
さ
れ
て
い
な
い
義
務
は
、

両
締
約
国
が
相
互
に
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、
履
行
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
拘
束
力
を
有
す
る
。

⒞

こ
の
協
定
の
終
了
の
後
に
お
い
て
も
、
情
報
の
保
護
に
関
す
る
義
務
は
、
引
き
続
き
拘
束
力
を
有
す
る
。

４

こ
の
協
定
の
附
属
書
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
三
年
一
月
十
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成

し
た
。

日
本
国
の
た
め
に

岸
田
文
雄

グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
た
め
に

リ
シ
・
ス
ナ
ク

附
属
書
（
第
二
十
一
条
関
係
）

１

派
遣
国
は
、
第
二
十
一
条
５
⒜
及
び
６
⒜
の
規
定
の
実
施
に
当
た
り
、
こ
の
協
定
に
従
い
、
接
受
国
の
領
域
的
管

轄
権
の
合
法
的
な
行
使
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

両
締
約
国
は
、
第
二
十
一
条
５
⒜
の
規
定
に
関
し
、
同
条
５
⒜
に
規
定
す
る
援
助
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
時

に
有
効
な
適
用
可
能
な
国
際
協
定
に
基
づ
く
自
国
の
義
務
に
反
す
る
と
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
認
め
る
場
合
に
は
当

該
締
約
国
の
当
局
は
当
該
援
助
を
提
供
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
相
互
に
決
定
す
る
。

３

２
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
は
、
第
二
十
一
条
５
⒜
の
規
定
に
関
し
、
同
条
５
⒜
に
規
定

す
る
援
助
を
提
供
し
な
い
こ
と
を
他
方
の
締
約
国
に
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
該
他
方
の
締
約
国
か
ら
の
要
請
に

対
し
て
好
意
的
な
考
慮
を
払
う
。

４

２
の
規
定
に
関
し
、
一
方
の
締
約
国
の
当
局
が
第
二
十
一
条
５
⒜
に
規
定
す
る
援
助
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
直
ち
に
他
方
の
締
約
国
と
協
議
す
る
。

５

第
二
十
一
条
５
⒜
の
規
定
に
関
し
、
一
方
の
締
約
国
の
当
局
が
引
渡
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
者
の
他
方
の
締
約
国

へ
の
引
渡
し
に
つ
い
て
援
助
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
要
請
に

よ
り
、
自
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
訴
追
の
た
め
自
国
の
当
局
に
事
件
を
付
託
す
る
。

６

両
締
約
国
は
、
第
二
十
一
条
５
⒜
及
び
６
⒜
の
規
定
に
基
づ
い
て
相
互
に
援
助
す
る
義
務
を
負
う
が
、
い
ず
れ
か

の
締
約
国
の
当
局
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
援
助
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
１

に
規
定
す
る
妨
害
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

７

接
受
国
の
裁
判
権
に
基
づ
い
て
抑
留
さ
れ
、
拘
禁
さ
れ
、
又
は
訴
追
さ
れ
る
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成

員
は
、
第
二
十
一
条
８
に
定
め
る
手
続
上
の
保
障
に
加
え
、
次
の
手
続
上
の
保
障
を
受
け
る
。

⒜

当
該
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
自
己
に
対
す
る
被
疑
事
実
を
直
ち
に
告
げ
ら
れ
、
か
つ
、
直

ち
に
弁
護
人
に
依
頼
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
抑
留
さ
れ
ず
、
又
は
拘
禁
さ
れ
な
い
も
の
と
し
、
正
当

な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
拘
禁
さ
れ
な
い
。

⒝

当
該
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
接
受
国
の
法
令
に
従
い
、
残
虐
な
刑
罰
を
科
さ
れ
な
い
。

⒞

当
該
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
裁
判
の
前
の
拘
禁
の
合
法
性
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
る

権
利
を
有
す
る
。

⒟

当
該
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
自
己
に
不
利
な
証
人
に
対
す
る
反
対
尋
問
を
行
う
権
利
を
有

す
る
。

⒠

当
該
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
は
、
自
己
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
接
受
国
の
法
令
に
従
い
、

有
能
な
通
訳
を
用
い
る
。

８

派
遣
国
は
、
要
請
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
訪
問
部
隊
の
構
成
員
又
は
文
民
構
成
員
で
接
受
国
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ

て
い
る
も
の
に
接
見
す
る
権
利
を
有
す
る
。

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

松
野

博
一

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

宮
下

一
郎

防
衛
大
臣

木
原

稔

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

松
野

博
一


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